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（ このご利用案内の記載内容は 2025年7月現在のものです。）

                                            第21版

東大阪市　市民生活部　市民室

マイナンバーカード ご利用案内

マイナンバーカードの有効期限

年齢／在留資格 有効期限の起算点 有効期限

１８歳以上の方 カードが発行された日から（※２） １０回目の誕生日まで

１８歳未満の方 カードが発行された日から（※２） ５回目の誕生日まで

中長期在留者の方（※１） カードが発行された日から（※２） 在留期限まで

電子証明書の有効期限

年齢／在留資格 有効期限の起算点 有効期限

※2　「カードが発行された日」とは、市役所の窓口でカードを受け取られた日ではなく、
          カード発行機関（地方公共団体情報システム機構）でカードが発行された日のことです。

※１　ただし、「中長期在留者」のうち、「永住者」は、ア または イ のとおりです。

１８歳以上/１８歳未満の方 カードが発行された日から（※２） ５回目の誕生日まで

中長期在留者の方（※１） カードが発行された日から（※２） 在留期限まで
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マイナンバーカード・電子証明書 ご利用案内 

１． マイナンバーカードの利用と取扱い 

① マイナンバーカード（個人番号カード）は、社会保障分野や税分野などにおけるマイナンバー（個人番号）

の提示が必要な場面で、国の行政機関や地方公共団体、健康保険組合、勤務先、金融機関などに対し、マイ

ナンバーを証明し、本人確認ができる書類として利用することができます。 

② マイナンバーカードは、①の場合以外にも広く顔写真付きの本人確認書類として活用することができます。 

その際、顔写真付きの本人確認書類として利用することができるマイナンバーカードのおもて面は、マイナ

ンバーカードの所有者が同意する場合にはだれでもコピーすることが可能です。一方、１２ケタのマイナン

バーが記載されているうら面は、①の場合に限りコピーが許されていることに留意してください。 

③ マイナンバーカードの IC チップに搭載される電子証明書などの活用により、行政手続きのオンライン申

請や、コンビニで住民票の写しなどの公的な証明書の取得なども可能になります。 

２．マイナンバーカードについて 

① おもて面 

マイナンバーカードは、そのおもて面に顔写真・氏名・住所・生年月日・性別などのほか、カード本体と電

子証明書の有効期限の記載欄があります。このうち、電子証明書の有効期限記載欄についてはメモ欄となって

いて、必ずしも書き込まずとも差支えありません。また、顔写真の右にあります青色の欄は、氏名や住所など

を変更したときに、変更後の新しい情報を書き込む欄です。変更後の情報は市区町村の職員が書き込みますの

で、何も書き込まないようにお願いします。そのほか、カード下部には臓器提供意思表示欄があります。 

② うら面 

マイナンバーカードのうら面は、マイナンバー・氏名・生年月日が記載されています。その他、ICチップ

などのデジタル手続きのための仕組みが搭載されています。 

３． マイナンバーカードに設定されるパスワード（暗証番号）の種類 

マイナンバーカードに設定されるパスワードは、4ケタの数字のものと、6～16ケタの英字大文字と数字を

組み合わせたものがあります。このうち、②～④のパスワードは必ず設定されますが、マイナンバーカード交

付申請時の申請内容などによって、①のパスワードは設定されない場合があります。 
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① 署名用電子証明書用暗証番号（6～16ケタの英字大文字と数字の組み合わせ） 

e-Tax などのインターネットを利用した電子申請に使用します。原則として、15歳未満の方のマイナン

バーカードには設定されません。 

② 利用者証明用電子証明書用暗証番号（4ケタの数字） 

コンビニ交付サービス、保険証の紐付けやマイナポータルへのログインなどに使用します。 

③ 住民基本台帳用暗証番号（4ケタの数字） 

マイナンバーカードの住所や氏名を更新する届をする際などに、窓口で本人確認として使用します。 

④ 券面記載事項入力補助用暗証番号（4ケタの数字） 

電子申請などに際して、マイナンバーカードに記載された住所や氏名などの情報を読み出し、正確に入力

するためなどに使用します。 

※電子証明書の発行・更新をされた場合、当日のご利用ができませんのでご注意ください。 

４． マイナンバーカードの管理とパスワードの扱い 

① マイナンバーカードは紛失、盗難などのないよう大切に取り扱ってください。 

② マイナンバーカードの受け取り時に設定したパスワードは他人に知られないように十分に注意してくだ

さい。 

マイナンバーカード交付の際に配布しました「マイナンバーカード・電子証明書 設定暗証番号記載票」

で確認できますので、大切に保管してください。 

   また、マイナンバーカードの受け取りを任意代理人の方に委任してマイナンバーカードを取得された場合

は、職員がパスワードを代行入力しておりますので、ご本人によるパスワードの変更をお勧めします。ご本

人によるパスワードの変更は、対応するスマートフォンやご自宅のパソコンから行うことができます。その

際には、利用者クライアントソフトなどの準備が必要です。利用者クライアントソフトの導入・使用につい

て詳しくは、公的個人認証サービスポータルサイト（https://www.jpki.go.jp/）をご確認ください。 

③ パスワードを忘れた場合やパスワードの照合に失敗してロックがかかってしまった場合は、市民室（荒

本・布施）や行政サービスセンターの窓口で本人確認を行ったうえで、再度設定していただく必要があり

ます。署名用電子証明書用のパスワードの場合５回、その他のパスワードの場合３回、連続して照合に失

敗するとそのパスワードにロックがかかり利用できなくなりますのでご注意ください。 

５． 引越などに伴うマイナンバーカードに記載されている情報の変更 

引越や婚姻などでマイナンバーカードに記載されている情報の変更が必要になった場合は、転居届や婚姻届

などの届出に併せて、その届出をする窓口にマイナンバーカードをお持ちください。カード内部の情報を変更

した上で、新たな住所や氏名などを追記欄に記載します。 

また、署名用電子証明書はその記載事項に変更が生じると自動的に失効します。転居届や婚姻届などの届出

に際しては、マイナンバーカードの記載事項を変更すると共に、新しい署名用電子証明書の発行手続を行って

ください。なお、利用者証明用電子証明書は、住所や氏名などの情報を持っていませんので、引越や婚姻など

によっても失効しません。 
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６． マイナンバーカードと電子証明書の有効期間と更新手続き 

① マイナンバーカードの有効期間は、１８歳以上の方はカードの発行日から１０回目の誕生日まで、１８

歳未満の方はカードの発行日から５回目の誕生日までとなります。マイナンバーカードの更新は、有効期

間の満了の３カ月前より新たなカードの申請を行うことにより手続きを開始できます。また、外国籍の方

の有効期間は、上記と異なる場合があります。 

② 電子証明書の有効期間は、原則としてカード作成日または電子証明書発行日から５回目の誕生日までと

なります。ただし、マイナンバーカードの有効期間が満了した場合、電子証明書の有効期間も切れること

になります。電子証明書の更新は、有効期間の満了の３カ月前より市民室（荒本・布施・旭町）の窓口で

申請できます。なお、電子証明書の更新に際しては、パスワードの照合を行います。 

③ マイナンバーカード及び電子証明書は、それぞれ更新できる期間に入りましたら、マイナンバーカード

の作成元である地方公共団体情報システム機構より更新のご案内を送付します。このご案内によらず更新

手続きを行うことも可能ですが、新たなカードの申請や電子証明書の更新に関する書類が同封されますの

で、ご活用ください。 

※電子証明書の発行・更新をされた場合、当日のご利用ができませんのでご注意ください。 

７． マイナンバーカードの紛失などの場合 

① マイナンバーカードを紛失した場合には、直ちに以下の電話番号（紛失などの場合には３６５日２４時

間対応）に連絡し、マイナンバーカードの電子証明書などの機能の一時停止を行ってください。 

マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）０１２０－９５－０１７８ 

マイナンバーカードコールセンター（有料）０５７０－７８３－５７８ 

 （繋がらない場合には０５０－３８１８－１２５０） 

  聴覚障がい者専用お問い合わせＦＡＸ番号 ０１２０－６０１－７８５ 

なお、マイナンバーカード機能の一時停止後にカードが見つかった場合、市民室（荒本・布施）の窓口ま

でマイナンバーカードをお持ちください。一時停止の解除を行えます。 

② マイナンバーカードを紛失などし、または著しく損傷した結果、カードの再交付を希望する場合には、

市民室（荒本・布施）の窓口で再交付の申請に係る手続きを行っていただく必要があります。その際、紛

失の場合は警察署などから出される「遺失届出証明書」を、焼失の場合は消防署などから出される「り災

証明書」をお持ちください。また、著しく損傷したマイナンバーカードについては、市民室（荒本・布施）

の窓口までお持ちください。IC チップが損傷し、カードの機能が利用できなくなった場合も同様です。な

お、紛失などに伴う再交付の際には手数料が掛かります。 

８． 電子証明書の自発的な利用取り止め 

電子証明書の利用取り止めをご希望される場合には、マイナンバーカードを持って電子証明書の失効を市民

室（荒本・布施）の窓口で申請してください。 
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９． マイナンバーカードの取扱い上の注意事項  

①  熱によるカードの変形やカードに内蔵されている電子部品が故障する場合がありますので、以下のと

おり高温や物理的な力に注意してください。  

・自動車の中や暖房器具の近くなど高温下での保管や放置をしないこと        

・洗濯機、乾燥機に入れたり、衣類に入れたままアイロンをかけないこと 

・カードを落とす、読み取り装置に押しつけて曲げる、カードの上に物を落とす、突起物や金属などの硬

いもので傷つけるなどにより衝撃を加えないこと 

・ＩＣチップ部分に対し、指で触れる、汚す、押す、曲げる、鞄や手提げの中で硬貨・ペンなどと一緒に

するなどにより衝撃等を加えないこと  

・カードを入れた財布をズボンの後ろポケットに入れた状態で座ったりしてＩＣチップ部分に局所的な荷

重をかけないこと  

②  カードの顔写真が剥がれるなど券面情報が損なわれることがありますので、以下のとおり薬品や液体

等に注意してください。  

・化粧品の一部（除光液、マニキュア、ハンドクリームなど）、スプレーの一部（可燃性表示のある

も）、ガソリン、灯油、ライターオイル、エンジンオイル、殺菌用アルコール、筆記の修正液など、薬

品や液体で濡らさないこと  

・水に濡れた状態で使用しないこと  

・塩化ビニール製品（パスケース等）に直接触れさせないこと  

③  カードの裏面にある磁気ストライプの磁気情報が消失する場合がありますので、以下のとおり強い磁

気に注意してください。  

・テレビ、スピーカー、冷蔵庫、携帯電話、マグネット付きのハンドバッグ・財布・スマートフォンケー

ス、磁気ネックレスなど、強い磁気を発するものに近づけないこと 

④  ①～③に注意していなかった場合、ＩＣチップや磁気ストライプ等の不具合に伴うカードの再交付に

は手数料が必要となります。 

10． マイナンバーカード再交付に係る手数料 

マイナンバーカードの再交付には、原則以下の手数料が必要となります。  

・マイナンバーカードのみの再交付の場合 ８００円  

・マイナンバーカードの再交付と共に電子証明書も発行する場合 １，０００円  

ただし、マイナンバーカードを紛失し、焼失し、若しくは著しく損傷した場合又は当該マイナンバーカー

ドの機能が損なわれた場合の再交付であって、市区町村若しくは機構に誤りがあった場合又は天災その他

本人の責めによらない場合には、無料となります。 

１１． 顔認証マイナンバーカード 

暗証番号の設定を不要とし、カードに搭載された利用者証明用電子証明書を用いる際の本人確認方法を顔

認証又は目視に限定した「顔認証マイナンバーカード」を希望された場合、このカードは、暗証番号がロッ

クされているため、マイナポータルや各種証明書のコンビニ交付など暗証番号が必要なサービスでは利用で

きません。１歳未満の顔写真なしのマイナンバーカードは、顔認証マイナンバーカードに切替できません。 

カードに記録されている顔写真を用いて顔認証又は目視による確実な本人確認を行った上で、オンライン資

格確認ができ、医療機関・薬局を受診等することができます。 
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※顔認証マイナンバーカードの場合でも電子証明書がついているため、５回目の誕生日に電子証明書の更新

手続きが必要となります。 

１２． マイナンバーカード国外継続利用対象の方へ（日本国籍の方へ） 

令和 6年 5月 27日から、日本国籍の方は、国外転出後もマイナンバーカードを継続して利用できるよ

うになりました。 

また、現在マイナンバーカードを持っていない海外在住の日本国籍の方（2015年 10月 5日以降に国外

転出をしている方に限る。）もマイナンバーカードを申請することが可能になりました。 

①  国外転出前に国外転出者向けマイナンバーカードに切り替える方法 

国外転出を予定していて、国外転出前に有効なマイナンバーカードをお持ちの方は、以下の手続きをする

ことで国外転出後も継続してマイナンバーカードを利用することができます。 

国外転出届出時に、マイナンバーカードを提出する 

市区町村が券面に「国外転出 ○年×月△日」と追記し、 

IC チップ内の住所の記録を変更する処理を行う 

市区町村が国外転出者向けの電子証明書を発行する 

返却された国外転出者向けマイナンバーカードは国外転 

出後も利用可能となる 

※以上の手続きを行わないまま国外転出をすると、 

マイナンバーカードは国外転出予定日に失効しますので、ご注意ください。 

② 国外転出後に国外転出者向けマイナンバーカードを申請する方法 

2015年 10月 5日以降に国外転出をしていて、マイナンバーカードをお持ちでない方は国外からの申

請が可能です。詳しくは、以下URLのウェブサイトからご確認ください。 

(https://www.kojinbango-card.go.jp/apprec/abroad/procedure/) 

③ 国外転出者向けマイナンバーカードの券面情報の変更、更新、その他の手続 

以下のお手続きについては、以下URLのウェブサイトからご確認ください。 

(https://www.kojinbango-card.go.jp/apprec/abroad/other/) 

・氏名等の変更手続き 

・暗証番号の変更及び再設定手続き 

・マイナンバーカードの失効・返納手続き 

・マイナンバーカードの再交付手続き 

・マイナンバーカードの更新手続き 

④ 国外転出者向けマイナンバーカードを紛失した場合 

マイナンバーカードを紛失した場合、国外転出者向け専用ダイヤル03-6734-0170（24時間365

日受付）に電話することで一時停止をすることができます。 ※国際通話料金がかかります。 

紛失の届出や発見時の手続きについては、以下URLのウェブサイトからご確認ください。

(https://www.kojinbango-card.go.jp/apprec/abroad/other/) 
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⑤ 国外転出者向けマイナンバーカードに関するお問い合わせ 

その他の国外転出者向けマイナンバーカードに関することは、以下URLのお問い合わせフォームページ

よりお問い合わせください。 

(https://www.kojinbango-card.go.jp/contact/inquiry/) 

１３． マイナンバーカード国外継続利用対象外の方へ（外国籍の方へ） 

マイナンバーカードの返納を行わずに国外転出予定日を経過した場合、そのマイナンバーカードは失効し

ます。再度東大阪市に転入し、新しいマイナンバーカードを再発行する場合、新しいマイナンバーカードの

交付時に旧カードを紛失していると再発行に係る手数料が有料※になります。なお、他市町村で新しいマイ

ナンバーカードを再発行する場合の手数料については、各市町村にお問い合わせください。  

※マイナンバーカード800円、電子証明書200円 

１４． マイナンバーカードの特急発行 

   申請から１週間程度でマイナンバーカードが作れます。 

特急発行の対象者 

① 一歳未満の方（初めて交付を受ける場合のみ。）              

※顔写真なしのカードになります。                 顔写真なしマイナンバーカード  

② その他、以下に該当される方 ※申し出期間内の申請が必要です。 

・国外から転入した方（当該国外転入後に初めて交付を受ける場合のみ） 

・個人番号カードを紛失した方 

・新たに住民票に記載された中長期在留者等 

・個人番号又は住民票コードの変更により個人番号カードが失効した方    

・個人番号カードが破損や汚損等した方 

・追記欄が満欄になった方（満欄が理由で手続きできない方に限る） 

・転入や出生等以外の理由で住民票に新たに記載された方（中長期在留者等を除く） 

・刑事施設等に収容されていた方 

特急発行申請の申し出期間 

国外から転入した 転入届を出してから 

３０日以内 

マイナンバーカードを紛失した 紛失届を出してから 

初めて日本で住民票を登録した 届け出を出してから 

個人番号 or 住民票コードを変更し、 
変更請求を出してから 

旧カードが失効した 

カードを汚損・破損した 廃止届を出してから 又は  

誤失効を知った日から （役所起因の誤失効を含む） 

追記欄が満欄になった 満欄で手続きができなかった日から 

住民票を新たに登録した 本人確認書類を入手した日から 

刑事施設から出所した 本人確認書類を入手した日から 
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◎特急発行申請の紛失、汚損又は破損等の有料の場合に係る再発行の手数料は２，０００円（電子証明

書を発行しない場合は、１，８００円）となります。 

③ 一歳未満の場合で、出生届と同時の場合のみ以下でも申請可能です。 

・行政サービスセンター 

・市民課（夜間窓口も可） 

※市民課で出生届を提出される場合、マイナンバーカードの申請手続きは東大阪市役所本庁舎別館１階

で行います。 

※法定代理人以外が来庁の場合、記載された申請書兼暗証番号設定依頼票がなければ受付ができません。 

申請に必要なもの 

◆一歳未満の場合 

●出生届と同時に申請する場合 ※代理人のみの来庁で手続き可能です 

・申請書兼暗証番号設定依頼票 

※法定代理人以外が来庁される場合、記載された申請書兼暗証番号設定依頼票がなければ受付ができま

せん。 

●出生届の提出と別日に申請する場合 ※申請者本人と法定代理人が一緒に来庁してください 

・申請者本人の本人確認書類B２点 

・法定代理人の本人確認書類Ａ１点または法定代理人の本人確認書類 B２点 申請者本人の個人番号通

知書★ 

（★出生届提出後に住民票の住所に３週間前後で簡易書留にて郵送されます。個人番号通知書は再交付

できませんので、失くさないよう大切に保管してください。） 

◆一歳未満以外の場合 

・通知カード または 個人番号通知書 ※初めて交付を受ける方のみ 

・本人確認書類Ａ１点 または 本人確認書類B２点 

通知カード、個人番号通知書をお持ちでない、または初めての交付ではない場合、上記に代わり下記の書

類が必要です。 

・本人確認書類Ａ２点 または 本人確認書類Ａ１点及び本人確認書類B１点 

・照会回答書★ と 本人確認書類Ａ１点 または 本人確認書類B２点 

（★照会回答書は本市より申請者の住民票上の住所宛てに郵送する書類です。市民室（荒本・布施）また

は下記お問い合わせ先にて郵送受付を行っています。申請当日に照会回答書をお持ちでない場合は、マ

イナンバーカードの受け取りのために再度来庁が必要です。） 

本人確認書類Ａ （顔写真付きのみ）※名前と住所、または名前と生年月日の記載があるものに限る 

運転免許証 運転経歴証明書 マイナンバーカード パスポート(旅券) 身体障害者手帳 療育手帳 

精神障害者保健福祉手帳 在留カード 特別永住者証明書 一時庇護許可書 仮滞在許可証 

本人確認書類Ｂ （主なもの）※名前と住所、または名前と生年月日の記載があるものに限る 

資格確認書（健康保険証） 母子手帳（公印の押してあるもの） 子ども医療証 診察券 など 

◎15歳未満（※１）または成年被後見人の方が申請される場合、法定代理人の同行及び以下の書類が必要です。 

・本人の分と同じ条件の法定代理人の本人確認書類 

・代理権が確認できる書類(戸籍謄本、登記事項証明書等) ※発行日から3か月以内のものに限ります。 

（※１ 申請者の本籍が東大阪市の場合や申請者と法定代理人が同一世帯かつ親子関係の場合は不要です。） 

お受取方法 

・簡易書留郵便での郵送 
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・東大阪市役所本庁舎別館１階（荒本）窓口での受け取り

１５． その他 

上記のほか、マイナンバーカード及び電子証明書の利用に関する情報については、以下のサイトをご参照

ください。 

・総務省 マイナンバー制度とマイナンバーカード 

http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/ 

・内閣府 マイナンバー（社会保障・税番号制度） 

https://www.digital.go.jp/policies/mynumber 

・地方公共団体情報システム機構 マイナンバーカード総合サイト 

http://www.kojinbango-card.go.jp/ 

・地方公共団体情報システム機構 公的個人認証サービスポータルサイト（電子証明書の利用） 

https://www.jpki.go.jp/ 

市民室（申請窓口） 

●東大阪市役所本庁舎別館1階(荒本) 東大阪市荒本北1-1-1   

●東大阪市マイナンバーカード布施駅前臨時窓口 東大阪市長堂１-8-37ヴェル・ノール布施１階

お問い合わせ先 

東大阪市 市民生活部 市民室 

T E L ０６－４３０９－３１６３ 

FAX ０６－４３０９－３０１２ 







マイナンバーカード（個人番号カード）を使って
コンビニエンスストアで証明書が取得できます

全国のコンビニエンスストアに設置しているマルチコピー機で、マイナンバーカード
を使って住民票の写しなどの証明書が取得できます。

取得できる証明書と手数料

利用時間

午前６時３０分～午後１１時
※年末年始（１２／２９～１／３）とメンテナンス日を除きます。

※定期的なメンテナンスなどで、コンビニ交付サービスを一時的に停止する場合は、東大阪
市のウェブサイトでお知らせいたします。
※店舗により、上記の利用時間よりも短くなる場合があります。

マイナンバーカードの盗難・紛失や暗証番号を忘れたとき

マイナンバーカードの盗難・紛失の時は、下記のフリーダイヤルに連絡してください。
マイナンバーカードの機能を一時停止します。
マイナンバー総合フリーダイヤル ０１２０－９５－０１７８

暗証番号を忘れた時は、市民室（荒本・布施）または行政サービスセンターにて暗証番号を
再設定する手続が必要となります。

利用できる店舗

セブン－イレブン
ファミリーマート
イオンリテール

東大阪市

ローソン
ミニストップ
など

証明書の種類
窓口での
交付手数料

コンビニ交付での
交付手数料

住民票の写し ３００円 ２００円
印鑑登録証明書 ３００円 ２００円
戸籍の附票の写し ３００円 ２００円
戸籍証明書

【戸籍全部・個人事項証明書
（戸籍謄抄本）】

４５０円 ３５０円

市民税・府民税証明書 ３００円 ２００円

コンビニ交付での交付手数料は、窓口での交付手数料に比べ１００円お得です！

※利用できる店舗は、追加されることがあります。



（ご注意いただきたい事項）

利用店舗について

マルチコピー機を設置していない一部店舗では、コンビニ交付サービスが利用できませんのでご注意く
ださい。
マイナンバーカードについて

コンビニ交付サービスに利用するマイナンバーカードには、利用者証明用電子証明書が搭載されてい
る必要があります。
また、マイナンバーカードの機能を一時停止している場合は、コンビニ交付サービスを利用できません。
証明書全般について
・東大阪市に現在住民票がある方へのサービスです。
・東大阪市から他の市区町村への転出届を提出された場合は、利用することができません。
・一度発行された証明書の引換および手数料の返金はできませんのでご了承ください。
住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍証明書・戸籍の附票の写しについて
○住民票の写しには一部記載できない項目があります。
・氏名の変更がある場合、変更前の情報は記載されません。
・住所は最新住所と１つ前の住所は記載されますが、それ以前の住所は記載されません。
・転出や死亡の届出をされた方は記載されません。
・住民票コードは記載されません。
○印鑑登録証明書は、あらかじめ印鑑登録されている方のみ取得できます。但し、コンビニエンススト
アでのご利用は印鑑登録証でなくマイナンバーカードで行ってください。
（市役所の窓口で請求される際は印鑑登録証が必要です。）
○戸籍証明書及び戸籍の附票の写しは、現在、東大阪市に本籍がある方の最新のもののみ取得
できます。ただし、東大阪市に住民票のない方は、あらかじめ利用登録申請が必要です。

○本籍が東大阪市以外にある方は、本籍地の市町村へ戸籍に関する証明書のサービス提供状況を
ご確認ください。コンビニ交付で対応可能な場合も事前の利用登録が必要で、日数がかかります。

○証明書の記載内容に変更が生じた場合は、記載内容の変更が終わるまで、証明書の発行はでき
ません。

市民税・府民税証明書について
○証明年度の前年中所得（１月～１２月）と課税内容の証明書です。
○証明年度の切り替え時期は６月１日です。
○証明書の発行が可能な年度は最新から５年度分です。
○コンビニエンスストアでの交付では、所得と税額と控除のすべての内容を表示しております。
そのため証明パターン「所得と税額」や「所得のみ」の選択はできません。

○次の場合は、発行できません。
・証明年度の「１月１日現在」東大阪市に居住していなかった場合
・所得の申告が、未申告の場合など
・氏名や住所の印刷可能な文字数を超過した場合
・課税内容が事務処理中の場合

（修正申告を行ってからの交付は、端末に反映されるまで日数を要します。そのため発行される時期に
よっては、修正申告前の内容の証明書となりますのでご注意ください。）

（コンビニ交付サービスに関するお問合せ）
【コンビニ交付全般に関するお問合せ】
市民生活部市民室 ０６－４３０９－３１６３

【各種証明書に関するお問合せ】
・住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍の附票の写しについて
市民生活部市民室市民課 ０６－４３０９－３１６４
・戸籍証明書について
市民生活部市民室市民課 ０６－４３０９－３１６２
・市民税・府民税証明書について
税務部市民税課 ０６－４３０９－３１３５

※お問合せ時間 平日９：００～１７：３０

202507


